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東
下
り 

 

問
一 

次
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

乾
飯 

 

（ 
 

） 

② 

比
叡
の
山 

 
 

（ 
 

） 

問
二 

次
の
傍
線
部
の
語
句
の
意
味
を
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

要
な
き
も
の 

 

（ 
 

） 

② 

お
も
し
ろ
く
咲
き
た
り 

（ 
 

） 

 

③ 

す
ず
ろ
な
る
め 

（ 
 

） 

④ 

五
月
の
つ
ご
も
り
に 

（ 
 

） 

 

⑤ 

限
り
な
く
遠
く
も
来
に
け
る
か
な
、
と
わ
び
合
へ
る 

 
 

（ 
 

） 

問
三 

次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
と
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

① 

京
に
は
あ
ら
じ 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

（ 
 
 
 

 
 

・ 
 

 
 
 

 

形
） 

② 

住
む
べ
き
国
求
め
に 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

（ 
 
 

 
 

 

・ 
 

 
 
 

 

形
） 

③ 

鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
の
降
る
ら
む 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

 
 

・ 
 

 
 
 

 

形
） 

問
四 

次
の
空
欄
部
に
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
、
〈 

〉
内
の
語
を
活
用
さ
せ
て
入
れ
な
さ
い
。 

 

① 

か
か
る
道
は
、
い
か
で
か
［ 

 
 
 
 

 

］
。 
 

〈
い
ま
す
〉 

 

② 

川
の
ほ
と
り
に
群
れ
［ 

 
 
 

 
 

］
て
、
思
ひ
や
れ
ば 

〈
ゐ
る
〉 

問
五 

次
の
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
あ
て
は
ま
る
も
の
を
ア
～
エ
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

① 

見
し
人
な
り
け
り
。 

（ 

） 

② 

名
に
し
負
は
ば
い
ざ
言
問
は
む
（ 

 

） 

 

ア
動
詞
の
活
用
語
尾 

イ
形
容
詞
の
活
用
語
尾 

ウ
強
意
の
副
助
詞 

エ
過
去
の
助
動
詞 

問
六 

次
の
傍
線
部
の
接
続
助
詞
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
ア
～
エ
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

① 

京
に
は
見
え
ぬ
鳥
な
れ
ば
、
み
な
人
見
知
ら
ず
。 

（ 

） 

 

② 

名
に
し
負
は
ば
い
ざ
言
問
は
む 

 

（ 

） 

 

ア
順
接
・
恒
常
条
件 

イ
順
接
・
原
因
理
由 

ウ
順
接
・
仮
定
条
件 

エ
逆
接
・
仮
定
条
件 

 
 

年 
 
 

組 
 
 

番 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
得 点 

 
 
／30 
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東
下
り 

☆
解
答
例
と
配
点 

問
一 

①
か
れ
い
い 

②
ひ
え
〈
１
点×

２
〉 

問
二 

①
必
要
の
な
い 
②
美
し
く 

③
思
い
が
け
な
い 

④
末 

⑤
嘆
く
〈
２
点×

５
〉 

問
三 

①
打
消
意
志
・
終
止
形 
②
適
当
・
連
体
形 

③
原
因
推
量
・
連
体
形
〈
２
点×

３
〉 

問
四 

①
い
ま
す
る 

②
ゐ
〈
２
点×
２
〉 

問
五 

①
エ 

②
ウ
〈
２
点×

２
〉 

問
六 

①
イ 

②
ウ
〈
２
点×

２
〉 

（
計
30
点
） 

 

 


